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皆さんこんにちは。住友化学の河内でございます。

この協会の会員が1,000社を超え，また，年々増加しているという

ことは協会の意義が大いに評価されている証しと思います。これか

らも大きな期待に沿えるよう，更に発展していく必要があろうかと

思います。そういう状況の中で，私は，副会長をお引き受けさせて

いただいたのですけれども，重責を痛感しております。どこまで力

を発揮できるかわかりませんが，よろしくお願いしたいと思います。

私は，現在，技術研究開発，知財その他を担当しておりますが，

もともとのバックグラウンドは物づくりの現場育ちで，プラントを設計，運転，改良し，それをライ

センスするといった業務を担当して今日に至っております。その間，それぞれの仕事で，日々国内外

の優れた競合者とのせめぎ合いを経験し，知的財産権の確保，活用の重要性を認識してまいりました。

今は，私どもの会社の知財戦略をどのように強化するかというようなことに取り組んでいるわけです

けれども，国としても，現在，知財立国のために非常に早い改革が進められておりまして，この協会

としても，そういう政策面にいろいろな提言をこれからも行っていかなければと思います。知財革新

に向けての提言，推進のために私も吉野会長をサポートし，皆様とともに力を尽くさせていただきた

いと思いますので，よろしくお願いいたします。

就 任 挨 拶
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